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(57)【要約】
【課題】小便器本体を確実に壁面に取り付けることがで
きる小便器装置を提供する。
【解決手段】壁面に固定された固定部材と該固定部材に
取り付けられる小便器本体とを備えた小便器装置であっ
て、前記小便器本体の側壁に取り付けられて前記小便器
本体の幅方向に伸びる連結部材と、該連結部材と前記固
定部材とを締結する締結部材とを備え、前記連結部材が
、前記小便器本体の幅方向に伸びて前記締結部材を挿入
する水平方向ガイド部を有し、前記締結部材が、前記連
結部材の水平方向ガイド部内を前記小便器本体の幅方向
に移動自在であることを特徴とする。
【選択図】図３



(2) JP 2016-176237 A 2016.10.6

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　壁面に固定された固定部材と該固定部材に取り付けられる小便器本体とを備えた小便器
装置であって、
　前記小便器本体の側壁に取り付けられて前記小便器本体の幅方向に伸びる連結部材と、
　該連結部材と前記固定部材とを締結する締結部材とを備え、
　前記連結部材が、前記小便器本体の幅方向に伸びて前記締結部材を挿入する水平方向ガ
イド部を有し、
　前記締結部材が、前記連結部材の水平方向ガイド部内を前記小便器本体の幅方向に移動
自在であることを特徴とする小便器装置。
【請求項２】
　前記連結部材が、前記小便器本体の上部に設けられていることを特徴とする請求項１に
記載の小便器装置。
【請求項３】
　前記締結部材の取付目安となるガイド溝が、前記固定部材の上面に形成されており、
　該ガイド溝が、前記固定部材の壁面への固定方向である前後方向に延びていることを特
徴とする請求項１または請求項２に記載の小便器装置。
【請求項４】
　前記ガイド溝の前後方向に直交する断面が、Ｖ字形状であることを特徴とする請求項３
に記載の小便器装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、固定部材を介して壁面に排尿を受ける小便器本体を固定する小便器装置に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、バックハンガをトイレルームの壁面に固定し、このバックハンガに小便器を掛止
した小便器取付構造において、小便器の上部の後縁から上方に片部が延設され、この片部
に設けられた開口を前記バックハンガに掛止させ、小便器の上部にこのバックハンガを隠
すカバーを着脱可能に設けたことを特徴とする小便器取付構造が知られている（例えば、
特許文献１参照。）。
　このような小便器取付構造により、小便器の取付作業に際しては小便器を１回だけ持ち
上げてバックハンガに掛止させるだけで良く、作業が軽作業になると共に取付施工も短時
間で行うことができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－１４８１６４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　一般に小便器は陶器製であるため寸法公差が大きく、この寸法公差に対応するため、バ
ックハンガや片部の開口を大きくしていた。
　しかしながら近年、小便器の意匠性の向上によって小便器の外観形状がスリムになって
いることに加え、小便器の機能部の容量が増大していることにより、片部の小型化が求め
られているため、小便器の寸法公差に対応できない恐れがあった。
【０００５】
　そこで、本発明は、従来技術の問題や課題を解決するためになされたものであり、小便
器本体を確実に壁面に取り付けることができる小便器装置を提供することを目的としてい
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る。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１に係る発明は、壁面に固定された固定部材と該固定部材に取り付けられる小便
器本体とを備えた小便器装置であって、前記小便器本体の側壁に取り付けられて前記小便
器本体の幅方向に伸びる連結部材と、該連結部材と前記固定部材とを締結する締結部材と
を備え、前記連結部材が、前記小便器本体の幅方向に伸びて前記締結部材を挿入する水平
方向ガイド部を有し、前記締結部材が、前記連結部材の水平方向ガイド部内を前記小便器
本体の幅方向に移動自在であることにより、前述した課題を解決するものである。
　このように構成された請求項１に係る発明の小便器装置によれば、締結部材が、連結部
材の水平方向ガイド部内を小便器本体の幅方向に移動自在であることにより、小便器本体
の寸法誤差による小便器本体と固定部材との幅方向の距離の変化に対応できるため、小便
器本体を確実に壁面に取り付けることができる。
【０００７】
　請求項２に係る発明は、請求項１に記載された小便器装置の構成に加えて、前記連結部
材が、前記小便器本体の上部に設けられていることにより、前述した課題を解決するもの
である。
　このように構成された請求項２に係る発明の小便器装置によれば、請求項１に係る発明
が奏する効果に加えて、連結部材が、小便器本体の上部に設けられていることにより、小
便器本体を壁面に固定する際に小便器本体の上部から作業できるため、簡便に小便器本体
を壁面に取り付けることができる。
【０００８】
　請求項３に係る発明は、請求項１または請求項２に記載された小便器装置の構成に加え
て、前記締結部材の取付目安となるガイド溝が、前記固定部材の上面に形成されており、
該ガイド溝が、前記固定部材の壁面への固定方向である前後方向に延びていることにより
、前述した課題を解決するものである。
　このように構成された請求項３に係る発明の小便器装置によれば、請求項１または請求
項２に係る発明が奏する効果に加えて、締結部材の取付目安となるガイド溝が、固定部材
の上面に形成されていることにより、締結部材を所定の位置に確実に取り付けられるため
、小便器本体と壁面との固定強度を増すことができる。
　また、固定部材のガイド溝が、固定部材の壁面への固定方向である前後方向に延びてい
ることにより、小便器本体の前後方向に寸法誤差があったとしても、締結部材が幅方向の
所定の位置に取り付けられるため、小便器本体をより確実に壁面に取り付けることができ
る。
【０００９】
　請求項４に係る発明は、請求項３に記載された小便器装置の構成に加えて、前記ガイド
溝の前後方向に直交する断面が、Ｖ字形状であることにより、前述した課題を解決するも
のである。
　このように構成された請求項４に係る発明の小便器装置によれば、請求項３に係る発明
が奏する効果に加えて、ガイド溝の前後方向に直交する断面が、Ｖ字形状であることによ
り、固定部材の上方から締結部材を挿入した際に締結部材を所定の位置により確実に取り
付けられるため、小便器本体と壁面との固定強度をより増すことができる。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、小便器本体を確実に壁面に取り付けることができる小便器装置を提供
することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施形態である小便器装置を示す斜視図。
【図２】蓋を外した状態における小便器装置の平面図。
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【図３】小便器装置の固定手段の斜視分解図。
【図４】固定部材の斜視図。
【図５】小便器装置に金具取付部材を取り付ける際の斜視図。
【図６】小便器本体にＬ字部材が取り付けられた状態のＶ－Ｖ断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、添付図面を参照して本発明の実施形態である小便器装置１００について説明する
。
＜１．本発明の実施形態である小便器装置および壁面への固定構造の概要＞
　まず、図１および図２により、本実施形態である小便器装置１００の概要について説明
する。
　図１は本発明の実施形態である小便器装置１００を示す斜視図であり、図２は蓋１２０
を外した状態における小便器装置１００の平面図である。
【００１３】
　図１に示すように、本発明の実施形態である小便器装置１００は、後述する固定手段に
よって壁面Ｗに取り付けられており、床面から浮上した小便器装置となっている。
　この小便器装置１００は、壁面Ｗに取り付けられる小便器本体１１０と、この小便器本
体１１０の上部に載置されて小便器本体１１０の上方を塞ぐ蓋１２０とを備えている。
　小便器本体１１０は、排尿を受けるボウル部１１１と、このボウル部１１１の上方に設
置されボウル部１１１を洗浄する吐水部１１２とを備えている。
【００１４】
　蓋１２０を外すと、図２に示すように、吐水部１１２への配管などの機能部が収納され
る機能部収納空間Ｖが小便器本体１１０の側壁１１３や前方壁１１４によって形成されて
いる。
　この機能部収納空間Ｖは小便器本体１１０の上部に形成されており、平面視がおおむね
長方形であり、前方側が前方壁１１４により壁面Ｗ側に凹んでいる。
　そして、機能部収納空間Ｖの内側には、固定部材１３０、金属製のＬ字部材（連結部材
）１５０および締結ねじ１６０が配置されており、これらの部材が固定手段として機能す
る。
【００１５】
　２つの固定部材１３０（詳細は後述）は、固定部材取付ねじＢ１によって壁面Ｗに固定
されている。
　Ｌ字部材１５０は、金具取付部材１４０を介して小便器本体１１０の左右両側の側壁１
１３に取り付けられている。
　また、Ｌ字部材１５０は、壁面Ｗと平行かつ小便器本体１１０の機能部収納空間Ｖに向
かって（すなわち小便器１１０の幅方向に）伸びている。
【００１６】
　そして、この２つの固定部材１３０と小便器本体１１０の左右両側の側壁１１３から伸
びるＬ字部材１５０とが、締結ねじ（締結部材）１６０によって締結されている。
　これにより、小便器本体１１０が固定部材１３０に固定されて、小便器本体１１０が壁
面Ｗに取り付けられる。
　なお、締結ねじ１６０はタッピングねじのような被締結側の部材に雌ねじが切られてい
なくても締結が可能なねじである。
【００１７】
＜２．固定手段の詳細構造＞
　次に、図３および図４により、前述した固定手段の詳細構造について説明する。
　図３は小便器装置１００の固定手段の斜視分解図であり、図４は固定部材１３０の斜視
図である。
　なお、小便器装置１００は左右方向に対称であるの、片側のみで固定手段の詳細構造を
説明する。
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【００１８】
　図３に示すように、小便器本体１１０の側壁１１３の側壁内面１１３ａには、金具取付
部材１４０が取り付けられている。
　金具取付部材１４０は、小便器本体１１０の側壁内面１１３ａに形成された金具取付部
材挿入穴１１３ｂ（図５参照）に挿入されると共にＬ字部材固定ねじＢ２が挿入される金
具取付部材基部１４１と、この金具取付部材基部１４１より前方側に配置されると共に金
具取付部材基部１４１よりも厚いＬ字部材規制部１４２とを備えている。
　Ｌ字部材規制部１４２が金具取付部材基部１４１よりも厚いことにより、Ｌ字部材固定
ねじＢ２を中心にＬ字部材１５０が回転することを防いでいる。
【００１９】
　Ｌ字部材１５０は、概ねＬ字状の板状部材であり、鉛直方向に伸びる鉛直部１５１と、
水平方向に伸びる水平部１５２とを有している。
　Ｌ字部材１５０は、前後方向の中心線に対して対称であり、鉛直部１５１の前後方向の
中心線と水平部１５２の前後方向の中心線とは一致する。
【００２０】
　鉛直部１５１には、角丸長方形状の上方ねじ孔１５１ａと、上方ねじ孔１５１ａの下方
に位置する円状の下方ねじ孔１５１ｂとが形成されている。
　これら上方ねじ孔１５１ａおよび下方ねじ孔１５１ｂはそれぞれの前後方向の中心線に
対して対称であり、上方ねじ孔１５１ａおよび下方ねじ孔１５１ｂの前後方向の中心線は
、鉛直部１５１の前後方向の中心線と一致している。
【００２１】
　水平部１５２には、角丸長方形状で壁面Ｗと平行に（すなわち小便器本体１１０の幅方
向に）伸びると共に締結ねじ１６０が挿入される水平ガイド孔（水平方向ガイド部）１５
２ａが形成されている。
　この水平ガイド孔１５２ａは前後方向の中心線に対して対称であり、水平ガイド孔１５
２ａの前後方向の中心線は、水平部１５２の前後方向の中心線と一致している。
　すなわち、上方ねじ孔１５１ａ、下方ねじ孔１５１ｂ、および水平ガイド孔１５２ａの
前後方向の中心線は一致している。
　このように水平部１５２が構成されていることにより、締結ねじ１６０は、Ｌ字部材１
５０の水平ガイド孔１５２ａ内を小便器本体１１０の幅方向に移動自在となっている。
【００２２】
　図３および図４に示すように、固定部材１３０は正面視で概ね角丸長方形状であり、上
下方向の端部である基部１３２と、この基部１３２から前方に突出する突出部１３１とを
備えている。
　また、固定部材１３０は、固定部材１３０の上下方向の中心線に対して対称な形状であ
り、固定部材１３０の左右方向の中心線に対しても対称な形状である。
【００２３】
　突出部１３１は概ね直方体であり、その上面と下面には締結ねじ１６０の取付目安とな
るガイド溝１３１ａが形成されている。
　このガイド溝１３１ａは突出部１３１の前面１３１ｂから基部１３２に向かって、すな
わち固定部材１３０の壁面Ｗへの固定方向である前後方向に向かって伸びている。
　換言すれば、固定部材１３０の正面視において、ガイド溝１３１ａから基部１３２が見
えるようになっている。
　このガイド溝１３１ａの前後方向に直交する断面は、図４に示すように、概ねＶ字形状
である。
【００２４】
　基部１３２は正面視で概ね半円形状であり、固定部材１３０の上下方向の中心線に対し
て対称に配置されている。
　そして基部１３２の左右方向の中心には、固定部材取付ねじＢ１の挿入される固定部材
取付ねじ挿入孔１３２ａが形成されている。
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【００２５】
＜３．小便器本体の壁面への取付手順＞
　次に、図３、図５および図６を用いて、本発明の実施形態である小便器本体１１０を壁
面Ｗに取り付ける取付手順について説明する。
　図５は小便器装置に金具取付部材を取り付ける際の斜視図であり、図６は小便器本体に
Ｌ字部材が取り付けられた状態の図２のＶＩ－ＶＩ線に沿って見た小便器装置の断面図で
ある。
　なお、前述のように小便器装置１００は左右方向に対称であるため、片側のみで取付手
順を説明する。
【００２６】
　図５に示すように、まず、固定部材取付ねじＢ１によって固定部材１３０を壁面Ｗに固
定する。
　このとき、固定部材１３０の上下方向の中心線が鉛直となるように壁面Ｗに固定する。
【００２７】
　続いて、小便器本体１１０の側壁１１３に形成された２つの金具取付部材挿入穴１１３
ｂに、金具取付部材１４０をそれぞれ挿入する。
　このとき、金具取付部材基部１４１が前後方向に対して水平となるように壁面Ｗに固定
する。
【００２８】
　続いて、図３に示すように、Ｌ字部材固定ねじＢ２によってＬ字部材１５０を金具取付
部材１４０に固定する。
　このとき、金具取付部材１４０のＬ字部材規制部１４２により、Ｌ字部材１５０の回転
が規制される。
　すなわち、Ｌ字部材１５０は、鉛直部１５１の前後方向の中心線が鉛直方向になるよう
に配置される。
【００２９】
　続いて、図６に示すように、小便器本体１１０を壁面Ｗに近づけて、小便器本体１１０
に取り付けられたＬ字部材１５０の水平部１５２の下面と壁面Ｗに固定された固定部材１
３０の上方側のガイド溝１３１ａとを対向させる。
　そして、締結ねじ１６０をＬ字部材１５０の水平ガイド孔１５２ａ（図２、図３等参照
）に挿入し、固定部材１３０のガイド溝１３１ａに締め付ける。
　これにより、小便器本体１１０が壁面Ｗに固定される。
【００３０】
　なお、小便器本体１１０は陶器製であるため、焼成時に収縮が起こるので、個体ごとに
金具取付部材挿入穴１１３ｂの位置が異なる。
　しかし、本発明の実施形態であれば、金具取付部材挿入穴１１３ｂの位置が設計位置か
ら異なっていたとしても対応できる。
　すなわち、金具取付部材挿入穴１１３ｂの水平方向（小便器本体１１０の幅方向）につ
いては、Ｌ字部材１５０の水平部１５２に形成された水平ガイド孔１５２ａによって、締
結ねじ１６０が小便器本体１１０の幅方向に移動自在であり、固定部材１３０の位置に応
じて締結ねじ１６０を水平ガイド孔１５２ａ内で小便器本体１１０の幅方向に移動させれ
ばよい。
　また、金具取付部材挿入穴１１３ｂの前後方向（小便器本体１１０の前後方向）につい
ては、固定部材１３０の突出部１３１に形成されたガイド溝１３１ａが形成されており、
固定部材１３０の位置に応じて小便器本体１１０をその前後方向に移動させればよい。
【００３１】
＜４．本発明の実施形態である小便器装置の作用効果＞
　このようにして得られた本発明の実施形態である小便器装置１００は、締結部材である
締結ねじ１６０が、連結部材であるＬ字部材１５０の水平方向ガイド部である水平ガイド
孔１５２ａ内を小便器本体１１０の幅方向に移動自在であることにより、小便器本体１１
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０の寸法誤差による小便器本体１１０と固定部材１３０との幅方向の距離の変化に対応で
きるため、小便器本体１１０を確実に壁面Ｗに取り付けることができる。
【００３２】
　また、Ｌ字部材１５０が、小便器本体１１０の上部に設けられていることにより、小便
器本体１１０を壁面Ｗに固定する際に小便器本体１１０の上部から作業できるため、簡便
に小便器本体１１０を壁面Ｗに取り付けることができる。
【００３３】
　さらに、締結ねじ１６０の取付目安となるガイド溝１３１ａが、固定部材１３０の上面
に形成されていることにより、締結ねじ１６０を所定の位置に確実に取り付けられるため
、小便器本体１１０と壁面Ｗとの固定強度を増すことができる。
　また、固定部材１３０のガイド溝１３１ａが、固定部材１３０の壁面Ｗへの固定方向で
ある前後方向に延びていることにより、小便器本体１１０の前後方向に寸法誤差があった
としても、締結ねじ１６０が幅方向の所定の位置に取り付けられるため、小便器本体１１
０をより確実に壁面Ｗに取り付けることができる。
【００３４】
　ガイド溝１３１ａの前後方向に直交する断面が、Ｖ字形状であることにより、固定部材
１３０の上方から締結ねじ１６０を挿入した際に締結ねじ１６０を所定の位置により確実
に取り付けられるため、小便器本体１１０と壁面Ｗとの固定強度をより増すことができる
。
【００３５】
＜５．変形例＞
　以上、本発明を実施するための形態について説明したが、本発明は上記に限定されるも
のではない。
　本発明は、壁面に固定された固定部材と該固定部材に取り付けられる小便器本体とを備
えた小便器装置であって、前記小便器本体の側壁に取り付けられて前記小便器本体の幅方
向に伸びる連結部材と、該連結部材と前記固定部材とを締結する締結部材とを備え、前記
連結部材が、前記小便器本体の幅方向に伸びて前記締結部材を挿入する水平方向ガイド部
を有し、前記締結部材が、前記連結部材の水平方向ガイド部内を前記小便器本体の幅方向
に移動自在であるものであり、スリム化された小便器本体を確実に壁面に取り付けること
ができるものであれば、その具体的な実施態様は、如何なるものであっても良い。
【００３６】
　例えば、Ｌ字部材１５０の下方ねじ孔１５１ｂは、上方ねじ孔１５１ａと同じく長丸四
角形状に形成されていてもよい。
　下方ねじ孔１５１ｂも長丸四角形状とすることで、小便器本体１１０の焼成時における
鉛直方向の収縮誤差をＬ字部材１５０で吸収することができる。
【００３７】
　また、金具取付部材１４０は、樹脂製であってもよい。
　金具取付部材１４０を樹脂製とすることで、小便器本体１１０の焼成時に金具取付部材
挿入穴１１３ｂが多少変形したとしても、金具取付部材１４０の弾性で金具取付部材１４
０を金具取付部材挿入穴１１３ｂに挿入することができる。
【００３８】
　例えば、固定部材１３０は発泡ポリプロピレンのような、締結ねじ１６０をねじ込むこ
とが可能な部材であれば、如何なるものであっても良い。
【００３９】
　また、前述した実施形態が備える各要素は技術的に可能である限り組み合わせることが
でき、これらを組み合わせたものも本発明の特徴を含む限り本発明の範囲に包含される。
【符号の説明】
【００４０】
　１００　　・・・　小便器装置
　１１０　　・・・　小便器本体
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　１１１　　・・・　ボウル部
　１１２　　・・・　吐水部
　１１３　　・・・　側壁
　１１３ａ　・・・　側壁内面
　１１３ｂ　・・・　金具取付部材挿入穴
　１１４　　・・・　前方壁
　１２０　　・・・　蓋
　１３０　　・・・　固定部材
　１３１　　・・・　突出部
　１３１ａ　・・・　ガイド溝
　１３１ｂ　・・・　前面
　１３２　　・・・　基部
　１３２ａ　・・・　固定部材取付ねじ挿入孔
　１４０　　・・・　金具取付部材
　１４１　　・・・　金具取付部材基部
　１４２　　・・・　Ｌ字部材保持部
　１５０　　・・・　Ｌ字部材（連結部材）
　１５１　　・・・　鉛直部
　１５１ａ　・・・　上方ねじ孔
　１５１ｂ　・・・　下方ねじ孔
　１５２　　・・・　水平部
　１５２ａ　・・・　水平ガイド孔（水平方向ガイド部）
　１６０　　・・・　締結ねじ（締結部材）

　　Ｂ１　　・・・　固定部材取付ねじ
　　Ｂ２　　・・・　Ｌ字部材固定ねじ
　　Ｖ　　　・・・　機能部収納空間
　　Ｗ　　　・・・　壁面
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